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研究成果の概要（和文）：本研究では、これまでの先行研究で明らかにされてこなかった災害の記憶継承におけ
るコミュニティFM放送の役割について探求することを目的とし、定性調査を実施した。結果、コミュニティ放送
局は災害発生時から災害の記憶継承について意識的であり、時間経過に伴い,記憶の捉え方は変容しながらも，
その時のコミュニティに向けて記憶の伝え方を模索していることが考察され、新しい災害により災害の記憶を更
新しながら、災後放送として、記憶の継承へとつなげていることが知見として得られた。また、コミュニティFM
放送が世代を超えた記憶の継承のための儀礼的空間を生み出し、被災者という想像の共同体を構築していること
も示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study explores the role of community radio in the memory of disasters, 
which has not been studied in previous studies. Through in-depth interviews with community FM 
broadcasters, the results revealed that community broadcasters have been aware of disaster memory 
transfer from the time of the disaster and were seeking ways to communicate to the community at the 
time made over time. Findings also showed that the practice of community FM broadcasters was passing
 on the memories of disasters to the next generation, while updating the memory of disasters with 
new disasters. It was also indicated that community FM broadcasts generated a ritual space for the 
intergenerational transmission of memories and the reimagining of “Us, the disaster-survivors’ 
community.” 

研究分野：コミュニティ・メディア

キーワード： コミュニティラジオ　災害文化　集合的記憶　記憶の継承　災後放送　コミュニティメディア

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、先行研究でほとんど調査されてこなかったコミュニティFM放送による災害の集合的記憶の構築と継
承という役割について明らかにし、これまでの災害発生から復興という流れに災後という視点を加え、災後放送
という新しい捉え方を提示した。この新たな知見はコミュニティメディア論において貢献できると考える。そし
て、今後のリスク社会におけるレジリエンスを強化していく上で、コミュニティFM放送による災害の集合的記憶
の継承と、声によるアーカイブ構築という実践は、研究者のみならず、コミュニティラジオ実践者や地域住民に
とってもその重要性が認識されていくことにつながると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 2013 年に大規模自然災害等に強い国土及び地域づくり目指す国土強靭化基本法が施行さ
れ、行政の防災強化がすすめられている。メディアの震災報道も増え、「防災は何にも増して重
要」という世論が強まる中、震災の記録と記憶をいかにアーカイブし継承していくかが重要な課
題となっている。震災の記録と記憶が防災や減災に活用することが主流になる一方で、本来、大
震災の経験は個々人の体験であり、当事者の小さなアーカイブをどのようにうみだしていくが
必要であることが指摘されている 
 
(2) 地域の集合的記憶はコミュニティの過去を意味付け、個人の日常的な経験を共同体の未来
へとつなげていく上で重要であり、メディアは過去を解釈するツールとして機能すること、地域
の記憶の共有することは地域アイデンティティの形成と強化であること、そして、時空間を超え
て個人の体験を共有する上で、物語という通路を通して経験者と非経験者が心で結び合う心的
結託が震災の記憶にとって必要であることが、先行研究で明らかにされている。 
そこで本研究では、コミュニティ FM 放送を通して語られる災害の記憶が、地域コミュニティ
の人たちの集合的記憶となり、地域コミュニティに世代を超えて継承されていくのではないか
という問題意識をもつに至った。 
 
２．研究の目的 
（1） 本研究ではコミュニティ FM放送で語られる個人やコミュニティの災害の記憶が、いかに
コミュニティラジオを通して共有され、地域の集合的記憶としてコミュニティで構築され、そし
て、災害の記憶がラジオを通して次世代へと継承されていくのか、インタビュー調査や参与観察
をもとに探求することを目的とした。 
 
（2） 研究結果をもとに、これまで防災から復興までという一連の過程に焦点があてられてき
たコミュニティ FM 放送の役割について、災害が繰り返される災後社会という視点を加えること
で、災害前から災害後までの長期に渡る視野をもって、リスク社会におけるコミュニティ FM 放
送の役割について再考を行なった。 
 
３．研究の方法 
（1）1995 年から 23 年間に発生した大規模災害被災地を対象に 24 のコミュニティ FM 放送局に
インタビュー調査を実施した。インタビューデータをもとに災害別の分析や災害発生から災後
の期間別に分析を行った。 
 
（2）被災地にて、記憶継承に関する活動や施設での参与観察を実施した。 
 
（3）東日本大震災被災地のコミュニティ FM局 27 局が 2018 年から 2019 年までに放送した震災
関連のレギュラー番組と 311 の追悼特別番組を分析した。 
 
（4）2011 年から 2018 年まで継続されている災害や復興に関する 3 つ番組（福島、宮城、岩手
の各 1局）を対象に、ナラティブ分析を実施し、コミュニティラジオというメディアにおける個
人の記憶のナラティブついて分析を行った（分析結果の報告は 2021 年を予定）。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究では、これまでの先行研究で明らかにされてこなかった災害の記憶におけるコミュ
ニティラジオの役割について探求することを目的とし、定性調査を実施した。その結果、被災地
でのコミュニティ FM 放送がコミュニティの集合的記憶とレジリエンスを維持する役割を果たす
ことを明らかにした。本研究では、コミュニティ放送が世代を超えた記憶の継承のための儀式的
空間を生み出し、ある種の想像の共同体が構築されていることも示唆した。 
 
(2) 地元のコミュニティ放送局を中心に始められた追悼イベントの長期的な実践が、震災の経
験者と未経験者をつなぎ、地域コミュニティにおいて震災の集合的記憶の伝承の場となってい
ることを事例分析から明らかにした。また、震災イベントがその地域コミュニティにとって文化
的な活動となり、地域の多世代の人たちの集合的記憶となっているという新たな知見も得られ
た。また、被災したコミュニティだけでなく、他の被災地との記憶の共有や分有が、被災地のコ
ミュニティ放送局同士のつながりをもとに発生していることは、震災の記憶の伝承のひとつの
新しい形であり、メディア・イベントの記憶継承における可能性を提示した。 
 
(3) 本研究では、コミュニティ FM 放送局は災害発生時から災害の記憶の継承について意識的
であり、放送活動を通した継承が実践されていることを明らかにした。時間の経過に伴い、災害
の記憶の捉え方は変容していくが、その時々のコミュニティに向けた伝え方をしていることが
考察された。コミュニティ放送局の実践は、次世代へ継承し、新しい災害により災害の記憶を更
新しながら、記憶の継承へとつなげていることも知見として得られた。 
 



(4)  これまでのコミュニティラジオに関しては、災害発生から復興という一つの流れにおいて、
放送も非常時から平常時へと戻ると捉えられていたが、災後という視点を加えることで、コミュ
ニティ放送局の災後放送という役割を明確化し、災害発生から災後という新しい捉え方を提示
したことに意義がある。 
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